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地表面粗度区分　・Ⅱ　　・Ⅲ

・　外構工事特記仕様書

・ ・

・

※　適用する（請負精算額が500万円以上の場合）
(CORINS)の登録

４．工事実績情報

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

いう。）による。ただし，「改修標準仕様書」に記載されていない事項は，「公共建築工事標準

なお、施工条件明示書は特記仕様書に含める。
２．特記仕様

１）項目は、番号に○印のついたものを適用する。
２）特記事項は、・印のついたものを適用する。・印のつかない場合は※印のついたものを

適用する。・印と※印のついた場合は、共に適用する。
３）特記事項に記載の＜　＞、（　）及び［　］内の表示番号は、それぞれ「改修標準仕様書」、

特記仕様書は、本特記仕様書のほか以下の○印もので構成する。
・　構造特記仕様書
・　解体工事特記仕様書 ・　機械設備工事特記仕様書

・　植栽工事特記仕様書

９　特記仕様書の範囲

・

 構内既存の施設　・　利用できる（※有償　・無償）　　※　利用できない

・

・

 技能検定職種（技能検定作業）
・該当する作業がある以下の職種（作業）の全て
・とび（とび作業）
・防水施工（・アスファルト防水工事作業
            ・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業
            ・アクリルゴム系塗膜防水工事作業
            ・合成ゴム系シート防水工事作業
            ・塩化ビニル系シート防水工事作業
            ・セメント系防水工事作業
            ・シーリング防水工事作業
            ・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ防水工事作業
            ・ＦＲＰ防水工事作業           ）

外壁改修工事

建具改修工事

・樹脂接着剤注入施工(樹脂接着剤注入工事作業)

・左官(左官作業)　・タイル張り(タイル張り作業)　

・塗装(建築塗装作業)

                ・鋼製下地工事作業         ）

・塗装（建築塗装作業）

内装改修工事

防水改修工事
仮設工事

 ・　下表で技能士を適用しないとした職種でも、技能士の配置に努めること。
士を配置する。

※　下表で技能士を適用することとした職種に、１級、２級又は単一級技能
単一級技能士を配置する。

<3.5.4><3.9.3><5.10～12.2><5.13.5>(13.2.3)(13.3.3)

風速(ＶO) 　　　※３０　

多雪地域の指定　・有　　・無
・　軽量シャッター

・　オーバーヘッドドア
・　重量シャッター
・　折板屋根葺
・　アルミニウム笠木
・　合成高分子系ルーフィングシート

・　金属板屋根葺

適　　用　　工　　事 建　築　基　準　法　の　指　定
11．建築基準法に
　　よる風圧力等
　　の指定

12．設計ＧＬ

13．施工調査

※　図　示　　　　　・　現状平均地盤高

施工数量調査
調 査 範 囲 調査方法 成　　果　　品

<1.5.2>

・　既存部分の破壊を行った場合の補修方法は、図示による。

・　下表で技能士を適用することとした職種に、１級又は14．技　能　士

・サッシ施工（ビル用サッシ施工作業）
・ガラス施工（ガラス工事作業）
・自動ドア施工（自動ドア施工作業）
・内装仕上施工（・プラスチック系床仕上工事作業
                ・カーペット系床仕上作業
                ・木質系床仕上工事作業
                ・ボード仕上工事作業          

・表装（壁装作業）
塗装改修工事
耐震改修工事 ・鉄筋施工(鉄筋組立作業)

・コンクリート圧送施工(コンクリート圧送工事作業)
・型枠施工(型枠工事作業)　　・とび(とび作業)

排水工事
舗装工事

石工事

・ブロック建築（コンクリートブロック工事作業）
・ＡＬＣパネル施工（ＡＬＣパネル工事作業）
・石材施工（石張り作業）
・配管（建築配管作業）
・路面表示施工（・溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業
                ・加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ作業     ）
・造園（造園工事作業）

・建築板金（内外装板金作業）
・かわらぶき（かわらぶき作業）

屋根及びとい工事

植栽工事

　発注者成果品一覧により作成する。
また、特記がなければ、監督職員と協議し作成する。
 ・　完成原図　　　　　　　　　　　　　　　　１部
 ※　青焼２つ折製本　　　　　　　　　　　　　１部
 ・  青焼Ａ４版折製本（黒表紙金文字入）　　　１部
 ※  青焼縮小（Ａ３版）２つ折製本　　　　　　１部
 ※　完成図面電子データJWW形式又はDXF形式
　　 若しくはPDF形式又はTIFF形式（解像度300DPI程度）　　CD1枚

<1.8.1><1.8.2><1.8.3>15．完成図等

16．完成写真  ※　作成する
 　　完成届に添付する完成写真とは

なお，原版を電子媒体とする場合は，CD等で提出すること。
　 別に次のものを原版（ネガ又は電子媒体）とともに監督職員に提出する。

※カラー
・白黒

※Ｌ
・２Ｌ
・六切り

作成する
※発注者と協議し

撮影箇所数サイズ 部  数

※１部
・  部

・　　箇所    枚 （台紙寸法323×270程度）
※フリーアルバム

ポケット式程度
・工事用アルバムA4版

提出様式

17．設備工事との
取合い

18．火災保険等
保険の種類
保険期間 ※　工事着手から工事目的物引き渡しまで

※　火災保険 ※　建設工事保険
工事目的物及び工事材料等について，次により保険に付す。

監督職員の承諾を受ける。
施 工 図    設備機器の位置，取り合い等が検討できる施工図を提出して
施工範囲　　各工事の区分表による。

１.仮囲い ※　設ける ・　設けない
仮囲いの位置及び延長は図示による。

２.交通誘導員

12.その他の仮設

11.工事用通路

　 　　　　　　　　　　※ 溶接などの消費電力の大きな機器を除く

・　設ける（規模　　　　㎡程度　請負者事務所と同棟　・可　・否）
※　設けない（請負者事務所に打合せ会議室を確保する）８.監督職員事務所

６．養生 家具の移動
既存ブラインド・カーテン等の養生及び保管

・　行わない

・　行わない・　行う
養生の方法
保管場所

　 足場を設ける場合は、「手すり先行工法等に関するガイドライン（厚生労
 働省平成21年4月策定）」によるものとし、設置については「手すり先行工
 法による足場の組立て等に関する基準」及び「働きやすい安心感のある足場
 に関する基準」によること。

外部足場
内部足場 ※　脚立、足場板等

・　Ｃ種・　Ｂ種
・　Ｄ種 ※　Ｅ種

・　Ｅ種
・　Ｂ種 ・　Ｃ種※　Ａ種

※　設ける
・　Ａ種材料の運搬

防護シート

５．足場その他

４.工事表示板 ・　設置しない

３.揚重機械器具  ・　トラッククレーン（　ｔ吊り）×　　　日
 ・　　　　　　　　　（　ｔ吊り）×　　　日

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ･ALCﾊﾟﾈﾙ
・押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事

）

測定対象物質
※ ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ（濃度指針値   100μg/ｍ3 ・ 0.08ppm）
※ ｽﾁﾚﾝ　　　（濃度指針値   220μg/ｍ3 ・ 0.05ppm）
※ ﾄﾙｴﾝ　　　（濃度指針値   260μg/ｍ3 ・ 0.07ppm）
※ ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ （濃度指針値 3,800μg/ｍ3 ・ 0.88ppm）
※ ｷｼﾚﾝ　　　（濃度指針値   870μg/ｍ3 ・ 0.20ppm）

※　本工事に使用する材料は，設計図書に定める品質及び性能を有するもの
とし，その材料にJIS又はJASのマークの表示のある場合を除いて監督職員
の承諾を受ける。

特定のものが特記された場合は，設計図書に規定するもの又は，これら
と同等のものとする。ただし，同等のものとする場合は，監督職員の承諾
を受ける。

　　２）建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品
　　３）次の表示のあるＪＡＳ適合品
　　　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用
　　　ｂ．接着剤等不使用

・その他の廃棄物（管理型)
受 入 施 設 名 所　在　地　(Km)種　　類

上記の処理、処分は設計積算上の条件明示であり、処理施設を指定する
ものではない。なお、上記によらない場合は、監督職員と協議すること。

備　　　考

また、処理、処分に先立ち処分場等の受入の可否を確認すること

PCB（ポリ塩化ビフェニール）含有機器 ・　有（数量は図示） [5.4.3]
・　無

・　有（施工範囲は図示） [5.4.4]
・　無

PCB含有シーリング材

PCBを含有する機器等については、飛散、流出がないように適切な容器に
納め、適切な場所に保管し、工事完了後、監督職員に引き渡す。

吹き付けアスベスト除去工事
アスベストの処理

・有(図示　　　）　・無
受け入れ施設名・所在地(km)

アスベスト含有保温材除去工事
受け入れ施設名・所在地(km)

アスベスト成形板除去工事
受け入れ施設名・所在地(km)

・有(図示　　　）　・無

・有(図示　　　）　・無

ヒ素又はカドミウムボード
ヒ素又はカドミウム含有石膏ボードの処理

次に該当する場合は、指定する場所に処分すること。
＜対象となる石膏ボード＞

小名浜吉野石膏（株）　いわき工場　昭和48年10月～平成9年4月の間に

日東石膏ボード（株）　八戸工場　　平成4年10月～平成9年4月の間に
製造されたもの

製造されたもの
指定する処分場

【名称：　　　　　　　　　　所在地(km)　　　　　　　　　　】

・　適用する６．電気保安 ※　適用しない

７．事故報告

８．建築材料等 材料の品質等

に，別に指示する「事故報告書」を指示する期日までに監督職員に提出する。
工事の施工中に事故が発生した場合は，直ちに監督職員に通報するととも

<1.4.2>

<1.3.10>

<1.3.3>

環境への配慮
※　本工事に使用する材料の選定及び施工に当たっては，「県有施設のシッ

<1.4.1>

　クハウスマニュアル」に留意し，揮発性有機化合物の放散による健康への
　影響に配慮する。

※　ホルムアルデヒド仕様
　使用する材料のホルムアルデヒド仕様は以下のとおりとする。
   ホルムアルデヒド放散量　規制対象外　の場合
   　該当する建築材料
　　１）ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆品

　　　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない
　　　  材料使用
　　　ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用
　　　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない
　　　  塗料使用

９．室内の空気中

度の測定
の化学物質濃

※　ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の測定
試料採取及び測定は，厚生労働省の「室内空気中化学物質の採取方法と

<1.6.9> (1.5.9)

測定方法」の新築住宅の例に準拠するほか，拡散方式ではサンプラー製造
所の定める仕様により行う。

測定する室等：（

採取方法：吸引方式又は拡散方式とし，拡散方式では８時間採取する。

測定結果等報告書の提出
次の事項を記載した報告書を２部提出する。

　・測定結果
　・試料採取時の状況（気温・湿度（室外・室内），天候，風の状況，
　日射進入状況，測定年月日・時間，窓の開閉状況，機械換気量，工事
　完成時から測定日までの日数）
　・試料採取方法，測定方法，使用した測定機器

測定対象物質が指針値を超える濃度で検出された場合は，引渡は受けない。

・　総揮発性有機化合物の測定

　施設管理者に依頼する。
※　室内ＶＯＣ濃度の測定結果に関する書面の当該施設への提示については，

　　性有機化合物測定仕様書による。
　　　測定方法，測定物質及び測定か所等については，末尾に定める総揮発

10．特別な材料の
工法

「改修標準仕様書」及び「標準仕様書」に記載されていない特別な材料の
工法は、当該製品の指定工法とする。

処理等
発生材の処理
・　引渡しを要するもの（
・　特別管理産業廃棄物（

受入れ施設名・所在地(km)
・　現場において再利用を図るもの（
・　再生資源化を図るもの

種　　類 受 入 施 設 名 所　在　地　(Km) 備　　　考
・　コンクリート塊
・　アスファルト

コンクリート塊
・　建設発生木材
・  コンクリートか

ら成る建設資材

・その他の廃棄物（安定型)
受 入 施 設 名 所　在　地　(Km) 備　　　考種　　類

・　適用しない

契約締結後及び工事完成後の10日以内に登録手続きを行い、工事カルテ
の受領書を、監督職員に提出すること。

受注時、変更時及び工事完成時にあらかじめ監督職員の確認を受け、

工事工期より　　　　　　　　　　　日前３．概成工期

５．発生材の

２．適用基準等
・　工事写真の撮り方<建築編> 第２編 工事写真の撮り方（国土交通省大臣
　　官房官庁営繕部監修）

職員に提出すること。
調査範囲　　※　図示

状況（地盤，擁壁，内外壁，床，建具等）を調査・記録し，報告書を監督
・　工事着手前及び完成時に，以下に示す調査範囲の近隣家屋等の内外の
・　施工体系図を現場に掲示すること。

の円滑な進捗をはかること。
・　請負業者は、監督職員と随時打合せを行い、工程の確認・調整及び工事

上、指示に従うこと。
・　工事施工中に予期せぬ事態や疑義が生じた場合には、監督職員に報告の１．一般事項

「標準仕様書」及び「解体共通仕様書」の当該項目、当該図又は当該表を示す。

・　電気設備工事特記仕様書

「公共建築改修工事標準仕様書(平成31年版）[令和元年6月改定]」（以下、「改修標準仕様書」と

仕様書（平成31年版）[令和元年5月改定]」(以下「標準仕様書」という。）及び「建築物解体工事
共通仕様書(令和2年版）」（以下「解体共通仕様書」という。）による。

・　建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　平成31年版）

<1.3.12>

・万能鋼板（H=2.0）　・波形鉄板（H=　　）　・単管シート（H=　　）
・シートゲート（H=4.5，W=6.0）×　1箇所

34

・

2階ｱｸﾃｨﾌﾞｴﾘｱ・ﾍﾞﾋﾞｰｴﾘｱ・おむつ替え室
1階平田支所・子供図書館・カフェスペース

・　配置する（　　　×　　人　＝　　　人日）　　※　配置しない

・　行う(　　　人工見込む)

受注者は必要に応じて、住民説明会への参加及び説明の協力をすること。

・住民説明会について

・カラーコーン

 ※　指定しない　　・　指定する（監理者協議）

※　設置する（設置枚数　　2枚）

・工事エリアへの侵入防止対策を行う。

各小学校体育館飛散防止フィルム設置工事

都市計画区域（・　内　・　外）　用途地域（　　　　　　）・　準都市計画区域未設定

-

建築工事

小学校

体育館 建具ガラスに飛散防止フィルム貼

シート養生

1.製品選定

株式会社 山田建築事務所
YAMADA ARCHITECT OFFICE

ＣＨＥＣＫ ＤＥＳＩＧＮ ＤＲＡＷ ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

ＳＨＥＥＴ　ＮＯ．

物件名

図面名松　山　忠　彦一級建築士１９１３２２号 '26.09

海西小学校体育館飛散防止フィルム設置工事A2：1/150
A3：1/211

建築改修工事特記仕様書

改　修　工　事　特　記　仕　様　書

Ⅰ　工  事  概  要

２　工　事　場　所
１　工事番号・名称

３　用途地域等

４　主　要　用　途
５　敷　地　面　積
６　工 事 の 概 要

㎡

防火地域等（・　防火　　・　準防火　　・　指定なし　　・　２２条　）
その他の地域・地区（

８　そ　　の　　他

１．共通仕様

７　別　途　工　事

Ⅱ　　建　築　工　事　仕　様

章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

<1.1.2>

<1.1.4>

）
）

）

１
　

　
　

　
　

一
　

　
　

　
　

般
　

　
　

　
　

共
　

　
　

　
　

通
　

　
　

　
　

事
　

　
　

　
　

項

１
　

　
　

　
　

一
　

　
　

　
　

般
　

　
　

　
　

共
　

　
　

　
　

通
　

　
　

　
　

事
　

　
　

　
　

項

１
　

　
　

　
　

一
　

　
　

　
　

般
　

　
　

　
　

共
　

　
　

　
　

通
　

　
　

　
　

事
　

　
　

　
　

項

２
　

仮
　

設
　

工
　

事

２
　

　
　

仮
　

　
　

　
設

　
　

　
　

工
　

　
　

　
事

３
　

　
　

そ
の

他

・　フィルム貼によるｶﾞﾗｽ熱割れ検討の上監督員の確認を受ける。

・　フィルムは　JIS-A-5759：2016の衝撃破壊対応ガラス飛散防止
層間変位破壊対応ガラス飛散防止適合製品とする。

・　フィルムは　保証期間5年　型板ガラス（内貼）は3年とする。

・　フィルムの決定は監督員の確認を受ける。

　　参考想定フィルム　DC0002・SH2CLAR　（3M　）

　　参考想定フィルム　GFI421・GFI204　（サンゲツ　）

　　その他同等品

・　設ける(図示)７．仮設間仕切り

９.工事用水

10.工事用電力

・　Ａ種 ・　Ｂ種 ※　Ｃ種

・　設けない
・　Ｄ種

<2.2.1>

<表2.2.1>

<2.3.1>

<2.3.2><表2.3.1>

<2.4.1>

 構内既存の施設　・　利用できる（※有償　・無償）　※　利用できない

備品（

・　ガラスブロック

<1.5.3>

<1.6.2>

　工　事　種　目
以下の該当工事

・　作成しない

分　類

・有(図示　　　）　・無

海津市町平田町野寺１０２３　（海西小学校）
海津市南濃町吉田３１９　（石津小学校）
海津市南濃町津屋１８６９　（下多度小学校）

調査項目
ガラス面積 既存寸法調査資料

A-01

南濃町内：建築基準法第6条第1項第4号の規定による区域）



ビニールハウス道路境界線　69,
000

道
路
境
界

線
　
1
0
2
,
5
0
0

(道
路境界線　41,

600
)

(
敷

地
境

界
線

　
3
3
,
9
0
0
)

道路境界線　163,800

自転車置場

花壇

花壇

器具庫

花壇

プール附属建物

プール

前庭

中庭

中庭

駐車場

サービス
入口

配置図　　1/500

駐車場

キュービクル
ボイラー室

駐車場
来客用

株式会社 山田建築事務所
YAMADA ARCHITECT OFFICE

ＣＨＥＣＫ ＤＥＳＩＧＮ ＤＲＡＷ ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

ＳＨＥＥＴ　ＮＯ．

物件名

図面名松　山　忠　彦一級建築士１９１３２２号 '26.09

A2：1/500
A3：1/705

海西小学校体育館空調設備設置工事

犬走り

前庭

前庭

道路

正門

グラウンド

道路

器具庫

楽焼庫

駐車場

校舎 スペース
駐車

倉庫
防災

倉庫

(
道
路
境
界
線

　
1
1
3
,
6
2
5
)

(敷地境界線　61,900)

筋芝貼

道路

道路

〈凡例〉

工事車両　出入口

スロープ

進入防止（カラーコーン・バー）

資材搬入経路

カラーコーン・バー　数量

工事用作業ヤード

工事用作業ヤード数量

犬
走
り

犬
走
り

計画建物

配置図　共通仮設図

85.13㎡（CAD計測)　㎡

85.13㎡（CAD計測)

3.6　ｍ

3個（3.6ｍ）

5,500

93,03018,000 33,6408,000

3
,
5
0
0

3,500

5
,
2
0
0

3,500

A-02



ステージ

4
,
5
0
0

4
,
5
0
0

女子便所

男子便所

2
4
0

更衣室 器具庫 管理室

4
,
5
4
5

4
,
7
4
0

4
,
7
4
0

Y3

Y4

Y5

Y6

Y2

Y1

3
5

3
5

UP

駐車スペース

スロープ

5,500 5,500 5,500 5,500 5,700

33,4008,000

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

(
道

路
境
界
線
　

1
1
3
,
6
2
5
)

筋芝貼

(敷地境界線　61,900)

道路

5,700

2,800

手洗い

防災倉庫

スロープ

足洗

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ板

UP

DN

23
,
0
2
5

240 240

1,0003,000

倉庫

控室

防災倉庫

昇降足場を示す

脚立足場を示す

進入防止（カラーコーン・バー）

玄関

アリーナ

3
,
0
0
0

9
9
0

7
5
0

株式会社 山田建築事務所
YAMADA ARCHITECT OFFICE
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物件名

図面名松　山　忠　彦一級建築士１９１３２２号 '26.09

海西小学校体育館飛散防止フィルム設置工事A2：1/150
A3：1/211

１階平面図　仮設計画図

１階平面図　1/150

ａ'

ａ

ｂ ｂ'

DN

養生範囲を示す

合板5.5下地（昇降足場部）

凡　例

合板5.5下地

資材置き場等養生範囲

3,500

A-03



株式会社 山田建築事務所
YAMADA ARCHITECT OFFICE

ＣＨＥＣＫ ＤＥＳＩＧＮ ＤＲＡＷ ＳＣＡＬＥ
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ＳＨＥＥＴ　ＮＯ．

物件名

図面名松　山　忠　彦一級建築士１９１３２２号 '26.09

海西小学校体育館飛散防止フィルム設置工事A2：1/150
A3：1/211

吹抜

２階平面図　1/150

屋根伏図　　1/150

1,200 1,200240 240
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Y6

2
4
0

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

33,400

5,500 5,500 5,500 5,500 5,700
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1
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2
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1
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2
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0
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0
0

1,000

Y3

Y4

Y5
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0
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4
,
5
0
0

Y6

Y1

4
,
5
4
5

Y2

4
,
7
4
0

4
,
7
4
0

2
4
0

控室

放送室

2
3
,
0
2
5

1
8
,
4
8
0

２階平面図　仮設計画図　　屋根伏図

内部足場を示す

凡　例

養生範囲を示す

昇降足場を示す

脚立足場を示す

ａ'

ａ

ｂ'ｂ

A-04



株式会社 山田建築事務所
YAMADA ARCHITECT OFFICE
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ＳＨＥＥＴ　ＮＯ．

物件名

図面名松　山　忠　彦一級建築士１９１３２２号 '26.09

海西小学校体育館飛散防止フィルム設置工事A2：1/150
A3：1/211

立面図

南立面図　　1/150

北立面図　1/150 西立面図　1/150

東立面図　1/150

凡　例

透明ガラスを示す

ガラス最大寸法：1.625×1.9

X7 X6 X5 X4 X3 X2 X1

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

Y5 Y4 Y3 Y2 Y1Y6

Y3 Y4 Y5 Y6Y1 Y2

A-05
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物件名

図面名松　山　忠　彦一級建築士１９１３２２号 '26.09

海西小学校体育館飛散防止フィルム設置工事A2：1/150
A3：1/211

断面図　

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6

ギャラリー

アリーナ
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2
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ＳＨＥＥＴ　ＮＯ．

物件名

図面名松　山　忠　彦一級建築士１９１３２２号 '26.09

海西小学校体育館飛散防止フィルム設置工事A2：1/200
A3：1/282

建具符号図

2
2
,
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4
5

4
,
5
0
0

4
,
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Y3

Y4

Y5

１階建具符号図　1/200

4
,
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4
,
5
0
0

Y3

Y4
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２階建具符号図　1/200
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株式会社 山田建築事務所
YAMADA ARCHITECT OFFICE 一級建築士１９１３２２号 松　山　忠　彦

ＤＡＴＥ

図面名

業務名
※注記 A2 S=1:100

A3 S=1:141

'26.09

符号・室名・数量

改　修　内　容

姿　　図

備　　考

付属金物

ガ ラ ス

材質・形式・見込寸法

改　修　内　容

姿　　図

備　　考

付属金物

ガ ラ ス

材質・形式・見込寸法

符号・室名・数量

AW AW

改修改修 改修改修

体育館上部

AW
体育館上部

改修改修

海西小学校体育館飛散防止フィルム設置工事

AD

1

AD

2１階玄関 1 1

改修 ガラス飛散防止フィルム設置（透明） 改修

１階管理室

100
ランマ・両袖FIX付アルミ製
フロアーヒンジドア

フロアヒンジ　ユニオンバーハンドルt=25　フランス落し
付属金物一式　鎌錠

ミガキブロンズペーンt=8（熱線吸収板ガラス）

100アルミ片開き戸

付属金物一式　押板　錠前

1

100

2
23

ガラス飛散防止フィルム設置（透明） ガラス飛散防止フィルム設置（透明）

付属金物一式　　水切

ガラス飛散防止フィルム設置（透明）

4

AW

改修改修

3
2

改修改修

1F管理室 2
5

70

体育館上部

体育館上部 3

ガラス飛散防止フィルム設置（透明）

ミガキユニブロンズt=6.8（線入り板ガラス）

防虫網内張ステンレス

付属金物一式　　水切

50

750

F

750

2
,
8
0
0

1
,
0
0
0

1
0
0

1
,
7
0
0

50

1,500

3,100

ミガキユニブロンズt=6.8（線入り板ガラス）

防虫網内張ステンレス

100

100

アルマイト アルマイト アルマイト アルマイト 上部ガラリ＋両袖片引き中央FIXアルミサッシ

F

7050

750 1,565 1,565 750

4,870

F

2
,
8
0
0

1
,
0
0
0

1
0
0

1
,
7
0
0

F

50

F

70

F

両袖片引き　上下中央FIXアルミサッシ

PWt=6.8 PWt=6.8

付属金物一式　　水切 付属金物一式　　水切

100

50
750

F

F

750

2
,
8
0
0

1
,
0
0
0

1
0
0

1
,
7
0
0

50
1,415 1,415

4,500

AW

ガラス飛散防止フィルム設置（透明）

アルマイト アルマイト

改修改修

6

AW

ガラス飛散防止フィルム設置（透明）

１階器具庫・更衣室

改修改修

AW

ガラス飛散防止フィルム設置（透明）

5
7

4

アルマイト

ミガキブロンズペーンt=5（熱線吸収板ガラス）

付属金物一式　　水切

70 アルマイト

ミガキブロンズペーンt=5（熱線吸収板ガラス）

付属金物一式　　水切

70アルミ縦辷り出し窓ランマ外倒し排煙窓＋アルミ縦辷り出し窓 ランマガラリ＋アルミ縦辷り出し窓

ＣＨＥＣＫ ＤＥＳＩＧＮ ＤＲＡＷ ＳＣＡＬＥ ＳＨＥＥＴ　ＮＯ．

改　修　内　容

姿　　図

備　　考

付属金物

ガ ラ ス

材質・形式・見込寸法

符号・室名・数量

改修

1

改修

1
AW

8

AW

9

改修 改修

AW

改修

AW

11

ステージ袖

防災倉庫

ガラス飛散防止フィルム設置（透明）

70

上部ガラリ＋両袖片引き中央FIXアルミサッシアルマイト

両袖片引き　上下中央FIXアルミサッシ

ミガキブロンズペーンt=5（熱線吸収板ガラス）

付属金物一式　　水切

50

F

50
1,500

2
,
8
0
0

1
,
0
0
0

1
0
0

1
,
7
0
0

715 715

2,950

50

700

F

1,050

1,800

1
,
5
0
0

１階玄関

ガラス飛散防止フィルム設置（透明）

アルマイト 袖片引き　FIXアルミサッシ

ミガキブロンズペーンt=5（熱線吸収板ガラス）

１階女子便所・男子便所
AW

10

AW

10a

ガラス飛散防止フィルム設置（透明）

70アルマイト 外開きアルミサッシ

熱線吸収フロート板ガラスt=5

ミガキブロンズペーンt=5（熱線吸収板ガラス）

付属金物一式　　水切 付属金物一式　　水切

便所前室2

ガラス飛散防止フィルム設置（透明）

アルマイト

ミガキブロンズペーンt=5（熱線吸収板ガラス）

付属金物一式　　水切

外開きアルミサッシ70

13
１階アリーナ

ガラス飛散防止フィルム設置（透明） ガラス飛散防止フィルム設置（透明）

1 1

10a：片側線入り

アルマイト 引違いアルミサッシ

ミガキブロンズペーンt=5（熱線吸収板ガラス）

アルマイト 引違いアルミサッシ70 70

FLt=5

付属金物一式　　クレセント　水切付属金物一式　　クレセント　水切

F

建具表（１）

1,800

F

60

1,625

FF

2
,
8
3
5

2
,
0
5
0

1
5
06
3
5

1,625

60

1,625

60

F F

F F

1
5
0

6,855

1
5
0

8
5
0

780

2
,
1
0
0

750

1
,
7
8
5

1
,
2
0
0
1
0
04
8
5

750

1
,
7
8
5

1
,
2
0
0
1
0
04
8
5

750

1
,
6
0
0

600

1
,
5
0
0

9
4
0

1,230 1,600

5
0
09
2
0

770
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株式会社 山田建築事務所
YAMADA ARCHITECT OFFICE一級建築士１９１３２２号 松　山　忠　彦

ＤＡＴＥ

図面名

業務名
※注記 A2 S=1:100

A3 S=1:141

'26.09

符号・室名・数量

改　修　内　容

姿　　図

備　　考

付属金物

ガ ラ ス

材質・形式・見込寸法

改　修　内　容

姿　　図

備　　考

付属金物

ガ ラ ス

材質・形式・見込寸法

符号・室名・数量

改修改修

海西小学校体育館飛散防止フィルム設置工事

1 2
1 1

改修 改修

改修改修 改修改修 ガラス飛散防止フィルム設置（透明）

ＣＨＥＣＫ ＤＥＳＩＧＮ ＤＲＡＷ ＳＣＡＬＥ ＳＨＥＥＴ　ＮＯ．

改　修　内　容

姿　　図

備　　考

付属金物

ガ ラ ス

材質・形式・見込寸法

符号・室名・数量

WD WD WD

3１階便所前室

36ポリ合板 ポリ合板片開き合板フラッシュドア 片開き合板フラッシュドア 36

Ft=4

丁番　バーハンドル　ドアクローザー 丁番　バーハンドル　ドアクローザー

ガラス飛散防止フィルム設置（型板） ガラス飛散防止フィルム設置（透明）

２階放送室 1

引手　　レール

40木製引戸

改修

△FL

WD

4 １F更衣室 1

合板SOP合板CL 木製片開き戸 36

―

丁番　ドアクローザー　握玉

※ドアノブが回らない

LSD
1

１階女子便所

１階男子便所

ガラス飛散防止フィルム設置（型板）

ガラス飛散防止フィルム設置（型板）

1

冷間圧廷鋼鈑焼付塗装

Ft=4

Ft=4

片引き半自動ハンガ－ドア 40

引棒・自閉装置・付属金物一式

WW
2

２階放送室 1

FLt=5

木製FIX窓 ―

FLt=5

付属金物一式

合板SOP

F

ラッチボルト・握玉撤去
ラッチボルト・レバーハンドル新設

改修改修

2

ガラス飛散防止フィルム設置（透明）

WW

1

F

２階放送室・控室

木製FIX窓 ―

FLt=5

付属金物一式

合板SOP

建具表（２）

改修

SD

1
１階控室

撤去・新設（カバー工法） 改修

1

撤去・新設（カバー工法）

2 1１階更衣室

スチールSOP 親子フラッシュドア 100

―

ピボットヒンジ　ドアチェック　フランス落し　レバーハンドル　戸当り

―

片開きフラッシュドア合板SOP 36

丁番　ドアチェック　レバーハンドル

WD

8
0
0

750

2
,
0
0
0

150

830

5
8
0

1
,
8
0
0

5
0

380

800
2
,
0
5
5 8
7
0

150

2
,
0
0
0

135

6
9
5

1,200

4
5
5

320

800

2
,
1
0
0

780

9
0
0

2
,
1
0
0

1,200

2
,
1
0
0

800
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地表面粗度区分　・Ⅱ　　・Ⅲ

・　外構工事特記仕様書

・ ・

・

※　適用する（請負精算額が500万円以上の場合）
(CORINS)の登録

４．工事実績情報

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

いう。）による。ただし，「改修標準仕様書」に記載されていない事項は，「公共建築工事標準

なお、施工条件明示書は特記仕様書に含める。
２．特記仕様

１）項目は、番号に○印のついたものを適用する。
２）特記事項は、・印のついたものを適用する。・印のつかない場合は※印のついたものを

適用する。・印と※印のついた場合は、共に適用する。
３）特記事項に記載の＜　＞、（　）及び［　］内の表示番号は、それぞれ「改修標準仕様書」、

特記仕様書は、本特記仕様書のほか以下の○印もので構成する。
・　構造特記仕様書
・　解体工事特記仕様書 ・　機械設備工事特記仕様書

・　植栽工事特記仕様書

９　特記仕様書の範囲

・

 構内既存の施設　・　利用できる（※有償　・無償）　　※　利用できない

・

・

 技能検定職種（技能検定作業）
・該当する作業がある以下の職種（作業）の全て
・とび（とび作業）
・防水施工（・アスファルト防水工事作業
            ・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業
            ・アクリルゴム系塗膜防水工事作業
            ・合成ゴム系シート防水工事作業
            ・塩化ビニル系シート防水工事作業
            ・セメント系防水工事作業
            ・シーリング防水工事作業
            ・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ防水工事作業
            ・ＦＲＰ防水工事作業           ）

外壁改修工事

建具改修工事

・樹脂接着剤注入施工(樹脂接着剤注入工事作業)

・左官(左官作業)　・タイル張り(タイル張り作業)　

・塗装(建築塗装作業)

                ・鋼製下地工事作業         ）

・塗装（建築塗装作業）

内装改修工事

防水改修工事
仮設工事

 ・　下表で技能士を適用しないとした職種でも、技能士の配置に努めること。
士を配置する。

※　下表で技能士を適用することとした職種に、１級、２級又は単一級技能
単一級技能士を配置する。

<3.5.4><3.9.3><5.10～12.2><5.13.5>(13.2.3)(13.3.3)

風速(ＶO) 　　　※３０　

多雪地域の指定　・有　　・無
・　軽量シャッター

・　オーバーヘッドドア
・　重量シャッター
・　折板屋根葺
・　アルミニウム笠木
・　合成高分子系ルーフィングシート

・　金属板屋根葺

適　　用　　工　　事 建　築　基　準　法　の　指　定
11．建築基準法に
　　よる風圧力等
　　の指定

12．設計ＧＬ

13．施工調査

※　図　示　　　　　・　現状平均地盤高

施工数量調査
調 査 範 囲 調査方法 成　　果　　品

<1.5.2>

・　既存部分の破壊を行った場合の補修方法は、図示による。

・　下表で技能士を適用することとした職種に、１級又は14．技　能　士

・サッシ施工（ビル用サッシ施工作業）
・ガラス施工（ガラス工事作業）
・自動ドア施工（自動ドア施工作業）
・内装仕上施工（・プラスチック系床仕上工事作業
                ・カーペット系床仕上作業
                ・木質系床仕上工事作業
                ・ボード仕上工事作業          

・表装（壁装作業）
塗装改修工事
耐震改修工事 ・鉄筋施工(鉄筋組立作業)

・コンクリート圧送施工(コンクリート圧送工事作業)
・型枠施工(型枠工事作業)　　・とび(とび作業)

排水工事
舗装工事

石工事

・ブロック建築（コンクリートブロック工事作業）
・ＡＬＣパネル施工（ＡＬＣパネル工事作業）
・石材施工（石張り作業）
・配管（建築配管作業）
・路面表示施工（・溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業
                ・加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ作業     ）
・造園（造園工事作業）

・建築板金（内外装板金作業）
・かわらぶき（かわらぶき作業）

屋根及びとい工事

植栽工事

　発注者成果品一覧により作成する。
また、特記がなければ、監督職員と協議し作成する。
 ・　完成原図　　　　　　　　　　　　　　　　１部
 ※　青焼２つ折製本　　　　　　　　　　　　　１部
 ・  青焼Ａ４版折製本（黒表紙金文字入）　　　１部
 ※  青焼縮小（Ａ３版）２つ折製本　　　　　　１部
 ※　完成図面電子データJWW形式又はDXF形式
　　 若しくはPDF形式又はTIFF形式（解像度300DPI程度）　　CD1枚

<1.8.1><1.8.2><1.8.3>15．完成図等

16．完成写真  ※　作成する
 　　完成届に添付する完成写真とは

なお，原版を電子媒体とする場合は，CD等で提出すること。
　 別に次のものを原版（ネガ又は電子媒体）とともに監督職員に提出する。

※カラー
・白黒

※Ｌ
・２Ｌ
・六切り

作成する
※発注者と協議し

撮影箇所数サイズ 部  数

※１部
・  部

・　　箇所    枚 （台紙寸法323×270程度）
※フリーアルバム

ポケット式程度
・工事用アルバムA4版

提出様式

17．設備工事との
取合い

18．火災保険等
保険の種類
保険期間 ※　工事着手から工事目的物引き渡しまで

※　火災保険 ※　建設工事保険
工事目的物及び工事材料等について，次により保険に付す。

監督職員の承諾を受ける。
施 工 図    設備機器の位置，取り合い等が検討できる施工図を提出して
施工範囲　　各工事の区分表による。

１.仮囲い ※　設ける ・　設けない
仮囲いの位置及び延長は図示による。

２.交通誘導員

12.その他の仮設

11.工事用通路

　 　　　　　　　　　　※ 溶接などの消費電力の大きな機器を除く

・　設ける（規模　　　　㎡程度　請負者事務所と同棟　・可　・否）
※　設けない（請負者事務所に打合せ会議室を確保する）８.監督職員事務所

６．養生 家具の移動
既存ブラインド・カーテン等の養生及び保管

・　行わない

・　行わない・　行う
養生の方法
保管場所

　 足場を設ける場合は、「手すり先行工法等に関するガイドライン（厚生労
 働省平成21年4月策定）」によるものとし、設置については「手すり先行工
 法による足場の組立て等に関する基準」及び「働きやすい安心感のある足場
 に関する基準」によること。

外部足場
内部足場 ※　脚立、足場板等

・　Ｃ種・　Ｂ種
・　Ｄ種 ※　Ｅ種

・　Ｅ種
・　Ｂ種 ・　Ｃ種※　Ａ種

※　設ける
・　Ａ種材料の運搬

防護シート

５．足場その他

４.工事表示板 ・　設置しない

３.揚重機械器具  ・　トラッククレーン（　ｔ吊り）×　　　日
 ・　　　　　　　　　（　ｔ吊り）×　　　日

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ･ALCﾊﾟﾈﾙ
・押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事

）

測定対象物質
※ ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ（濃度指針値   100μg/ｍ3 ・ 0.08ppm）
※ ｽﾁﾚﾝ　　　（濃度指針値   220μg/ｍ3 ・ 0.05ppm）
※ ﾄﾙｴﾝ　　　（濃度指針値   260μg/ｍ3 ・ 0.07ppm）
※ ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ （濃度指針値 3,800μg/ｍ3 ・ 0.88ppm）
※ ｷｼﾚﾝ　　　（濃度指針値   870μg/ｍ3 ・ 0.20ppm）

※　本工事に使用する材料は，設計図書に定める品質及び性能を有するもの
とし，その材料にJIS又はJASのマークの表示のある場合を除いて監督職員
の承諾を受ける。

特定のものが特記された場合は，設計図書に規定するもの又は，これら
と同等のものとする。ただし，同等のものとする場合は，監督職員の承諾
を受ける。

　　２）建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品
　　３）次の表示のあるＪＡＳ適合品
　　　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用
　　　ｂ．接着剤等不使用

・その他の廃棄物（管理型)
受 入 施 設 名 所　在　地　(Km)種　　類

上記の処理、処分は設計積算上の条件明示であり、処理施設を指定する
ものではない。なお、上記によらない場合は、監督職員と協議すること。

備　　　考

また、処理、処分に先立ち処分場等の受入の可否を確認すること

PCB（ポリ塩化ビフェニール）含有機器 ・　有（数量は図示） [5.4.3]
・　無

・　有（施工範囲は図示） [5.4.4]
・　無

PCB含有シーリング材

PCBを含有する機器等については、飛散、流出がないように適切な容器に
納め、適切な場所に保管し、工事完了後、監督職員に引き渡す。

吹き付けアスベスト除去工事
アスベストの処理

・有(図示　　　）　・無
受け入れ施設名・所在地(km)

アスベスト含有保温材除去工事
受け入れ施設名・所在地(km)

アスベスト成形板除去工事
受け入れ施設名・所在地(km)

・有(図示　　　）　・無

・有(図示　　　）　・無

ヒ素又はカドミウムボード
ヒ素又はカドミウム含有石膏ボードの処理

次に該当する場合は、指定する場所に処分すること。
＜対象となる石膏ボード＞

小名浜吉野石膏（株）　いわき工場　昭和48年10月～平成9年4月の間に

日東石膏ボード（株）　八戸工場　　平成4年10月～平成9年4月の間に
製造されたもの

製造されたもの
指定する処分場

【名称：　　　　　　　　　　所在地(km)　　　　　　　　　　】

・　適用する６．電気保安 ※　適用しない

７．事故報告

８．建築材料等 材料の品質等

に，別に指示する「事故報告書」を指示する期日までに監督職員に提出する。
工事の施工中に事故が発生した場合は，直ちに監督職員に通報するととも

<1.4.2>

<1.3.10>

<1.3.3>

環境への配慮
※　本工事に使用する材料の選定及び施工に当たっては，「県有施設のシッ

<1.4.1>

　クハウスマニュアル」に留意し，揮発性有機化合物の放散による健康への
　影響に配慮する。

※　ホルムアルデヒド仕様
　使用する材料のホルムアルデヒド仕様は以下のとおりとする。
   ホルムアルデヒド放散量　規制対象外　の場合
   　該当する建築材料
　　１）ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆品

　　　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない
　　　  材料使用
　　　ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用
　　　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない
　　　  塗料使用

９．室内の空気中

度の測定
の化学物質濃

※　ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の測定
試料採取及び測定は，厚生労働省の「室内空気中化学物質の採取方法と

<1.6.9> (1.5.9)

測定方法」の新築住宅の例に準拠するほか，拡散方式ではサンプラー製造
所の定める仕様により行う。

測定する室等：（

採取方法：吸引方式又は拡散方式とし，拡散方式では８時間採取する。

測定結果等報告書の提出
次の事項を記載した報告書を２部提出する。

　・測定結果
　・試料採取時の状況（気温・湿度（室外・室内），天候，風の状況，
　日射進入状況，測定年月日・時間，窓の開閉状況，機械換気量，工事
　完成時から測定日までの日数）
　・試料採取方法，測定方法，使用した測定機器

測定対象物質が指針値を超える濃度で検出された場合は，引渡は受けない。

・　総揮発性有機化合物の測定

　施設管理者に依頼する。
※　室内ＶＯＣ濃度の測定結果に関する書面の当該施設への提示については，

　　性有機化合物測定仕様書による。
　　　測定方法，測定物質及び測定か所等については，末尾に定める総揮発

10．特別な材料の
工法

「改修標準仕様書」及び「標準仕様書」に記載されていない特別な材料の
工法は、当該製品の指定工法とする。

処理等
発生材の処理
・　引渡しを要するもの（
・　特別管理産業廃棄物（

受入れ施設名・所在地(km)
・　現場において再利用を図るもの（
・　再生資源化を図るもの

種　　類 受 入 施 設 名 所　在　地　(Km) 備　　　考
・　コンクリート塊
・　アスファルト

コンクリート塊
・　建設発生木材
・  コンクリートか

ら成る建設資材

・その他の廃棄物（安定型)
受 入 施 設 名 所　在　地　(Km) 備　　　考種　　類

・　適用しない

契約締結後及び工事完成後の10日以内に登録手続きを行い、工事カルテ
の受領書を、監督職員に提出すること。

受注時、変更時及び工事完成時にあらかじめ監督職員の確認を受け、

工事工期より　　　　　　　　　　　日前３．概成工期

５．発生材の

２．適用基準等
・　工事写真の撮り方<建築編> 第２編 工事写真の撮り方（国土交通省大臣
　　官房官庁営繕部監修）

職員に提出すること。
調査範囲　　※　図示

状況（地盤，擁壁，内外壁，床，建具等）を調査・記録し，報告書を監督
・　工事着手前及び完成時に，以下に示す調査範囲の近隣家屋等の内外の
・　施工体系図を現場に掲示すること。

の円滑な進捗をはかること。
・　請負業者は、監督職員と随時打合せを行い、工程の確認・調整及び工事

上、指示に従うこと。
・　工事施工中に予期せぬ事態や疑義が生じた場合には、監督職員に報告の１．一般事項

「標準仕様書」及び「解体共通仕様書」の当該項目、当該図又は当該表を示す。

・　電気設備工事特記仕様書

「公共建築改修工事標準仕様書(平成31年版）[令和元年6月改定]」（以下、「改修標準仕様書」と

仕様書（平成31年版）[令和元年5月改定]」(以下「標準仕様書」という。）及び「建築物解体工事
共通仕様書(令和2年版）」（以下「解体共通仕様書」という。）による。

・　建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　平成31年版）

<1.3.12>

・万能鋼板（H=2.0）　・波形鉄板（H=　　）　・単管シート（H=　　）
・シートゲート（H=4.5，W=6.0）×　1箇所

34

・

2階ｱｸﾃｨﾌﾞｴﾘｱ・ﾍﾞﾋﾞｰｴﾘｱ・おむつ替え室
1階平田支所・子供図書館・カフェスペース

・　配置する（　　　×　　人　＝　　　人日）　　※　配置しない

・　行う(　　　人工見込む)

受注者は必要に応じて、住民説明会への参加及び説明の協力をすること。

・住民説明会について

・カラーコーン

 ※　指定しない　　・　指定する（監理者協議）

※　設置する（設置枚数　　2枚）

・工事エリアへの侵入防止対策を行う。

各小学校体育館飛散防止フィルム設置工事

都市計画区域（・　内　・　外）　用途地域（　　　　　　）・　準都市計画区域未設定

-

建築工事

小学校

体育館 建具ガラスに飛散防止フィルム貼

シート養生

1.製品選定

株式会社 山田建築事務所
YAMADA ARCHITECT OFFICE

ＣＨＥＣＫ ＤＥＳＩＧＮ ＤＲＡＷ ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

ＳＨＥＥＴ　ＮＯ．

物件名

図面名松　山　忠　彦一級建築士１９１３２２号 '26.09 建築改修工事特記仕様書

改　修　工　事　特　記　仕　様　書

Ⅰ　工  事  概  要

２　工　事　場　所
１　工事番号・名称

３　用途地域等

４　主　要　用　途
５　敷　地　面　積
６　工 事 の 概 要

㎡

防火地域等（・　防火　　・　準防火　　・　指定なし　　・　２２条　）
その他の地域・地区（

８　そ　　の　　他

１．共通仕様

７　別　途　工　事

Ⅱ　　建　築　工　事　仕　様

章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

<1.1.2>

<1.1.4>

）
）

）
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事

２
　

　
　

仮
　

　
　

　
設

　
　

　
　

工
　

　
　

　
事

３
　

　
　

そ
の

他

・　フィルム貼によるｶﾞﾗｽ熱割れ検討の上監督員の確認を受ける。

・　フィルムは　JIS-A-5759：2016の衝撃破壊対応ガラス飛散防止
層間変位破壊対応ガラス飛散防止適合製品とする。

・　フィルムは　保証期間5年　型板ガラス（内貼）は3年とする。

・　フィルムの決定は監督員の確認を受ける。

　　参考想定フィルム　DC0002・SH2CLAR　（3M　）

　　参考想定フィルム　GFI421・GFI204　（サンゲツ　）

　　その他同等品

・　設ける(図示)７．仮設間仕切り

９.工事用水

10.工事用電力

・　Ａ種 ・　Ｂ種 ※　Ｃ種

・　設けない
・　Ｄ種

<2.2.1>

<表2.2.1>

<2.3.1>

<2.3.2><表2.3.1>

<2.4.1>

 構内既存の施設　・　利用できる（※有償　・無償）　※　利用できない

備品（

・　ガラスブロック

<1.5.3>

<1.6.2>

　工　事　種　目
以下の該当工事

・　作成しない

分　類

・有(図示　　　）　・無

海津市町平田町野寺１０２３　（海西小学校）
海津市南濃町吉田３１９　（石津小学校）
海津市南濃町津屋１８６９　（下多度小学校）

調査項目
ガラス面積 既存寸法調査資料南濃町内：建築基準法第6条第1項第4号の規定による区域）

A-01

A2：NS
A3：NS

石津小学校体育館飛散防止フィルム設置工事
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業務名

'26.09

A2 S=1:400
A3 S=1:563

A-02
石津小学校体育館飛散防止フィルム設置工事

配置図

※注記
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飛散防止フィルム設置個所を示す

床養生範囲を示す

株式会社 山田建築事務所
YAMADA ARCHITECT OFFICE 一級建築士１９１３２２号 松　山　忠　彦
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業務名A2 S=1:200
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'26.09

A-03
石津小学校体育館飛散防止フィルム設置工事

平面図

※注記
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業務名A2 S=1:200
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石津小学校体育館飛散防止フィルム設置工事※注記

'26.09
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業務名A2 S=1:200
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'26.09

A-05
石津小学校体育館飛散防止フィルム設置工事

立面図

※注記
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A-06
石津小学校体育館飛散防止フィルム設置工事

断面図

※注記



株式会社 山田建築事務所
YAMADA ARCHITECT OFFICE 一級建築士１９１３２２号 松　山　忠　彦

ＣＨＥＣＫ ＤＥＳＩＧＮ ＤＲＡＷ ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

図面名

ＳＨＥＥＴ　ＮＯ．

業務名A2 S=1:200
A3 S=1:282
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手摺

玄　関
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器具庫２器具庫１
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控　室
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有圧扉600□　２ヶ所

タラップ

SC1

屋内運動場上部

1FL+6100

ブドウ棚

X1 X2 X3 X4 X5 X6

建具符号図

ＡＷ ＡＷ ＡＷ ＡＷ
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下足箱
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下足箱

※注記

ＭＷＣ

消火器

消火栓ＬＳＤ 通 路ＷＤ

1
,
5
4
0
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改修

Ft=4

AW

改修改修 改修改修

4 2 4

70アルミ電解着色 縦辷り出しアルミサッシ

付属金物一式

FWt=6.8

70アルミ電解着色 上段外倒し下４段FIX　３連アルミサッシ

付属金物一式

１階トイレ・器具庫２ 体育館上部体育館上部

ガラス飛散防止フィルム設置（型板） ガラス飛散防止フィルム設置（型板） ガラス飛散防止フィルム設置（型板）

FWt=6.8

70アルミ電解着色 上段外倒し下４段FIX　３連アルミサッシ

付属金物一式
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AW
2体育館上部

FWt=6.8

70アルミ電解着色

付属金物一式

上段外倒し下２段FIX　３連アルミサッシ

改修改修 ガラス飛散防止フィルム設置（型板）

株式会社 山田建築事務所
YAMADA ARCHITECT OFFICE 一級建築士１９１３２２号 松　山　忠　彦

ＣＨＥＣＫ ＤＥＳＩＧＮ ＤＲＡＷ ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

図面名

ＳＨＥＥＴ　ＮＯ．

業務名 石津小学校体育館飛散防止フィルム設置工事※注記 A2 S=1:100
A3 S=1:141

'26.09

符号・室名・数量

改　修　内　容

姿　　図

備　　考

付属金物

ガ ラ ス

材質・形式・見込寸法

改　修　内　容

姿　　図

備　　考

付属金物

ガ ラ ス

材質・形式・見込寸法

改　修　内　容

姿　　図

備　　考

付属金物

ガ ラ ス

材質・形式・見込寸法

符号・室名・数量

符号・室名・数量

改修

AD

ランマ・両袖FIX付引分けアルミドア 100

4,250

1,055 2,000 1,055

70 70

1
0
0

2
,
7
1
0

2
,
0
0
0

6
1
0

FLt=5（ランマ）　FLt=8

付属金物一式　シリンダーカマ錠

１階玄関

アルミ電解着色

ガラス飛散防止フィルム設置（透明）

1

ピボットヒンジ・ドアチェック・レバーハンドル空錠

シナ合板　SOP
PLt=1.6　SOP

AW
4体育館上部

改修改修 ガラス飛散防止フィルム設置（型板） 改修改修 ガラス飛散防止フィルム設置（型板）

1
LSD

１階多目的トイレ

FWt=6.8

70上段外倒し下２段FIX　３連アルミサッシ

Ft=4

冷間圧廷鋼鈑焼付塗装 片引き半自動ハンガ－ドア 40

引棒・自閉装置・付属金物一式

改修

1

ガラス飛散防止フィルム設置（型板）

WD
１階更衣室

片開き合板フラッシュドア 36

Ft=4

付属金物一式

アルミ電解着色

改修

1

ガラス飛散防止フィルム設置（型板）

WWD
１階放送室

PWt=6.8

付属金物一式

100木製FIX窓―

改修

1

ガラス飛散防止フィルム設置（型板）

WWD
１階放送室

PWt=6.8

付属金物一式

100木製FIX窓―
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地表面粗度区分　・Ⅱ　　・Ⅲ

・　外構工事特記仕様書

・ ・

・

※　適用する（請負精算額が500万円以上の場合）
(CORINS)の登録

４．工事実績情報

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

いう。）による。ただし，「改修標準仕様書」に記載されていない事項は，「公共建築工事標準

なお、施工条件明示書は特記仕様書に含める。
２．特記仕様

１）項目は、番号に○印のついたものを適用する。
２）特記事項は、・印のついたものを適用する。・印のつかない場合は※印のついたものを

適用する。・印と※印のついた場合は、共に適用する。
３）特記事項に記載の＜　＞、（　）及び［　］内の表示番号は、それぞれ「改修標準仕様書」、

特記仕様書は、本特記仕様書のほか以下の○印もので構成する。
・　構造特記仕様書
・　解体工事特記仕様書 ・　機械設備工事特記仕様書

・　植栽工事特記仕様書

９　特記仕様書の範囲

・

 構内既存の施設　・　利用できる（※有償　・無償）　　※　利用できない

・

・

 技能検定職種（技能検定作業）
・該当する作業がある以下の職種（作業）の全て
・とび（とび作業）
・防水施工（・アスファルト防水工事作業
            ・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業
            ・アクリルゴム系塗膜防水工事作業
            ・合成ゴム系シート防水工事作業
            ・塩化ビニル系シート防水工事作業
            ・セメント系防水工事作業
            ・シーリング防水工事作業
            ・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ防水工事作業
            ・ＦＲＰ防水工事作業           ）

外壁改修工事

建具改修工事

・樹脂接着剤注入施工(樹脂接着剤注入工事作業)

・左官(左官作業)　・タイル張り(タイル張り作業)　

・塗装(建築塗装作業)

                ・鋼製下地工事作業         ）

・塗装（建築塗装作業）

内装改修工事

防水改修工事
仮設工事

 ・　下表で技能士を適用しないとした職種でも、技能士の配置に努めること。
士を配置する。

※　下表で技能士を適用することとした職種に、１級、２級又は単一級技能
単一級技能士を配置する。

<3.5.4><3.9.3><5.10～12.2><5.13.5>(13.2.3)(13.3.3)

風速(ＶO) 　　　※３０　

多雪地域の指定　・有　　・無
・　軽量シャッター

・　オーバーヘッドドア
・　重量シャッター
・　折板屋根葺
・　アルミニウム笠木
・　合成高分子系ルーフィングシート

・　金属板屋根葺

適　　用　　工　　事 建　築　基　準　法　の　指　定
11．建築基準法に
　　よる風圧力等
　　の指定

12．設計ＧＬ

13．施工調査

※　図　示　　　　　・　現状平均地盤高

施工数量調査
調 査 範 囲 調査方法 成　　果　　品

<1.5.2>

・　既存部分の破壊を行った場合の補修方法は、図示による。

・　下表で技能士を適用することとした職種に、１級又は14．技　能　士

・サッシ施工（ビル用サッシ施工作業）
・ガラス施工（ガラス工事作業）
・自動ドア施工（自動ドア施工作業）
・内装仕上施工（・プラスチック系床仕上工事作業
                ・カーペット系床仕上作業
                ・木質系床仕上工事作業
                ・ボード仕上工事作業          

・表装（壁装作業）
塗装改修工事
耐震改修工事 ・鉄筋施工(鉄筋組立作業)

・コンクリート圧送施工(コンクリート圧送工事作業)
・型枠施工(型枠工事作業)　　・とび(とび作業)

排水工事
舗装工事

石工事

・ブロック建築（コンクリートブロック工事作業）
・ＡＬＣパネル施工（ＡＬＣパネル工事作業）
・石材施工（石張り作業）
・配管（建築配管作業）
・路面表示施工（・溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業
                ・加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ作業     ）
・造園（造園工事作業）

・建築板金（内外装板金作業）
・かわらぶき（かわらぶき作業）

屋根及びとい工事

植栽工事

　発注者成果品一覧により作成する。
また、特記がなければ、監督職員と協議し作成する。
 ・　完成原図　　　　　　　　　　　　　　　　１部
 ※　青焼２つ折製本　　　　　　　　　　　　　１部
 ・  青焼Ａ４版折製本（黒表紙金文字入）　　　１部
 ※  青焼縮小（Ａ３版）２つ折製本　　　　　　１部
 ※　完成図面電子データJWW形式又はDXF形式
　　 若しくはPDF形式又はTIFF形式（解像度300DPI程度）　　CD1枚

<1.8.1><1.8.2><1.8.3>15．完成図等

16．完成写真  ※　作成する
 　　完成届に添付する完成写真とは

なお，原版を電子媒体とする場合は，CD等で提出すること。
　 別に次のものを原版（ネガ又は電子媒体）とともに監督職員に提出する。

※カラー
・白黒

※Ｌ
・２Ｌ
・六切り

作成する
※発注者と協議し

撮影箇所数サイズ 部  数

※１部
・  部

・　　箇所    枚 （台紙寸法323×270程度）
※フリーアルバム

ポケット式程度
・工事用アルバムA4版

提出様式

17．設備工事との
取合い

18．火災保険等
保険の種類
保険期間 ※　工事着手から工事目的物引き渡しまで

※　火災保険 ※　建設工事保険
工事目的物及び工事材料等について，次により保険に付す。

監督職員の承諾を受ける。
施 工 図    設備機器の位置，取り合い等が検討できる施工図を提出して
施工範囲　　各工事の区分表による。

１.仮囲い ※　設ける ・　設けない
仮囲いの位置及び延長は図示による。

２.交通誘導員

12.その他の仮設

11.工事用通路

　 　　　　　　　　　　※ 溶接などの消費電力の大きな機器を除く

・　設ける（規模　　　　㎡程度　請負者事務所と同棟　・可　・否）
※　設けない（請負者事務所に打合せ会議室を確保する）８.監督職員事務所

６．養生 家具の移動
既存ブラインド・カーテン等の養生及び保管

・　行わない

・　行わない・　行う
養生の方法
保管場所

　 足場を設ける場合は、「手すり先行工法等に関するガイドライン（厚生労
 働省平成21年4月策定）」によるものとし、設置については「手すり先行工
 法による足場の組立て等に関する基準」及び「働きやすい安心感のある足場
 に関する基準」によること。

外部足場
内部足場 ※　脚立、足場板等

・　Ｃ種・　Ｂ種
・　Ｄ種 ※　Ｅ種

・　Ｅ種
・　Ｂ種 ・　Ｃ種※　Ａ種

※　設ける
・　Ａ種材料の運搬

防護シート

５．足場その他

４.工事表示板 ・　設置しない

３.揚重機械器具  ・　トラッククレーン（　ｔ吊り）×　　　日
 ・　　　　　　　　　（　ｔ吊り）×　　　日

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ･ALCﾊﾟﾈﾙ
・押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事

）

測定対象物質
※ ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ（濃度指針値   100μg/ｍ3 ・ 0.08ppm）
※ ｽﾁﾚﾝ　　　（濃度指針値   220μg/ｍ3 ・ 0.05ppm）
※ ﾄﾙｴﾝ　　　（濃度指針値   260μg/ｍ3 ・ 0.07ppm）
※ ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ （濃度指針値 3,800μg/ｍ3 ・ 0.88ppm）
※ ｷｼﾚﾝ　　　（濃度指針値   870μg/ｍ3 ・ 0.20ppm）

※　本工事に使用する材料は，設計図書に定める品質及び性能を有するもの
とし，その材料にJIS又はJASのマークの表示のある場合を除いて監督職員
の承諾を受ける。

特定のものが特記された場合は，設計図書に規定するもの又は，これら
と同等のものとする。ただし，同等のものとする場合は，監督職員の承諾
を受ける。

　　２）建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品
　　３）次の表示のあるＪＡＳ適合品
　　　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用
　　　ｂ．接着剤等不使用

・その他の廃棄物（管理型)
受 入 施 設 名 所　在　地　(Km)種　　類

上記の処理、処分は設計積算上の条件明示であり、処理施設を指定する
ものではない。なお、上記によらない場合は、監督職員と協議すること。

備　　　考

また、処理、処分に先立ち処分場等の受入の可否を確認すること

PCB（ポリ塩化ビフェニール）含有機器 ・　有（数量は図示） [5.4.3]
・　無

・　有（施工範囲は図示） [5.4.4]
・　無

PCB含有シーリング材

PCBを含有する機器等については、飛散、流出がないように適切な容器に
納め、適切な場所に保管し、工事完了後、監督職員に引き渡す。

吹き付けアスベスト除去工事
アスベストの処理

・有(図示　　　）　・無
受け入れ施設名・所在地(km)

アスベスト含有保温材除去工事
受け入れ施設名・所在地(km)

アスベスト成形板除去工事
受け入れ施設名・所在地(km)

・有(図示　　　）　・無

・有(図示　　　）　・無

ヒ素又はカドミウムボード
ヒ素又はカドミウム含有石膏ボードの処理

次に該当する場合は、指定する場所に処分すること。
＜対象となる石膏ボード＞

小名浜吉野石膏（株）　いわき工場　昭和48年10月～平成9年4月の間に

日東石膏ボード（株）　八戸工場　　平成4年10月～平成9年4月の間に
製造されたもの

製造されたもの
指定する処分場

【名称：　　　　　　　　　　所在地(km)　　　　　　　　　　】

・　適用する６．電気保安 ※　適用しない

７．事故報告

８．建築材料等 材料の品質等

に，別に指示する「事故報告書」を指示する期日までに監督職員に提出する。
工事の施工中に事故が発生した場合は，直ちに監督職員に通報するととも

<1.4.2>

<1.3.10>

<1.3.3>

環境への配慮
※　本工事に使用する材料の選定及び施工に当たっては，「県有施設のシッ

<1.4.1>

　クハウスマニュアル」に留意し，揮発性有機化合物の放散による健康への
　影響に配慮する。

※　ホルムアルデヒド仕様
　使用する材料のホルムアルデヒド仕様は以下のとおりとする。
   ホルムアルデヒド放散量　規制対象外　の場合
   　該当する建築材料
　　１）ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆品

　　　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない
　　　  材料使用
　　　ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用
　　　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない
　　　  塗料使用

９．室内の空気中

度の測定
の化学物質濃

※　ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の測定
試料採取及び測定は，厚生労働省の「室内空気中化学物質の採取方法と

<1.6.9> (1.5.9)

測定方法」の新築住宅の例に準拠するほか，拡散方式ではサンプラー製造
所の定める仕様により行う。

測定する室等：（

採取方法：吸引方式又は拡散方式とし，拡散方式では８時間採取する。

測定結果等報告書の提出
次の事項を記載した報告書を２部提出する。

　・測定結果
　・試料採取時の状況（気温・湿度（室外・室内），天候，風の状況，
　日射進入状況，測定年月日・時間，窓の開閉状況，機械換気量，工事
　完成時から測定日までの日数）
　・試料採取方法，測定方法，使用した測定機器

測定対象物質が指針値を超える濃度で検出された場合は，引渡は受けない。

・　総揮発性有機化合物の測定

　施設管理者に依頼する。
※　室内ＶＯＣ濃度の測定結果に関する書面の当該施設への提示については，

　　性有機化合物測定仕様書による。
　　　測定方法，測定物質及び測定か所等については，末尾に定める総揮発

10．特別な材料の
工法

「改修標準仕様書」及び「標準仕様書」に記載されていない特別な材料の
工法は、当該製品の指定工法とする。

処理等
発生材の処理
・　引渡しを要するもの（
・　特別管理産業廃棄物（

受入れ施設名・所在地(km)
・　現場において再利用を図るもの（
・　再生資源化を図るもの

種　　類 受 入 施 設 名 所　在　地　(Km) 備　　　考
・　コンクリート塊
・　アスファルト

コンクリート塊
・　建設発生木材
・  コンクリートか

ら成る建設資材

・その他の廃棄物（安定型)
受 入 施 設 名 所　在　地　(Km) 備　　　考種　　類

・　適用しない

契約締結後及び工事完成後の10日以内に登録手続きを行い、工事カルテ
の受領書を、監督職員に提出すること。

受注時、変更時及び工事完成時にあらかじめ監督職員の確認を受け、

工事工期より　　　　　　　　　　　日前３．概成工期

５．発生材の

２．適用基準等
・　工事写真の撮り方<建築編> 第２編 工事写真の撮り方（国土交通省大臣
　　官房官庁営繕部監修）

職員に提出すること。
調査範囲　　※　図示

状況（地盤，擁壁，内外壁，床，建具等）を調査・記録し，報告書を監督
・　工事着手前及び完成時に，以下に示す調査範囲の近隣家屋等の内外の
・　施工体系図を現場に掲示すること。

の円滑な進捗をはかること。
・　請負業者は、監督職員と随時打合せを行い、工程の確認・調整及び工事

上、指示に従うこと。
・　工事施工中に予期せぬ事態や疑義が生じた場合には、監督職員に報告の１．一般事項

「標準仕様書」及び「解体共通仕様書」の当該項目、当該図又は当該表を示す。

・　電気設備工事特記仕様書

「公共建築改修工事標準仕様書(平成31年版）[令和元年6月改定]」（以下、「改修標準仕様書」と

仕様書（平成31年版）[令和元年5月改定]」(以下「標準仕様書」という。）及び「建築物解体工事
共通仕様書(令和2年版）」（以下「解体共通仕様書」という。）による。

・　建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　平成31年版）

<1.3.12>

・万能鋼板（H=2.0）　・波形鉄板（H=　　）　・単管シート（H=　　）
・シートゲート（H=4.5，W=6.0）×　1箇所

34

・

2階ｱｸﾃｨﾌﾞｴﾘｱ・ﾍﾞﾋﾞｰｴﾘｱ・おむつ替え室
1階平田支所・子供図書館・カフェスペース

・　配置する（　　　×　　人　＝　　　人日）　　※　配置しない

・　行う(　　　人工見込む)

受注者は必要に応じて、住民説明会への参加及び説明の協力をすること。

・住民説明会について

・カラーコーン

 ※　指定しない　　・　指定する（監理者協議）

※　設置する（設置枚数　　2枚）

・工事エリアへの侵入防止対策を行う。

各小学校体育館飛散防止フィルム設置工事

都市計画区域（・　内　・　外）　用途地域（　　　　　　）・　準都市計画区域未設定

-

建築工事

小学校

体育館 建具ガラスに飛散防止フィルム貼

シート養生

1.製品選定

株式会社 山田建築事務所
YAMADA ARCHITECT OFFICE

ＣＨＥＣＫ ＤＥＳＩＧＮ ＤＲＡＷ ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

ＳＨＥＥＴ　ＮＯ．

物件名

図面名松　山　忠　彦一級建築士１９１３２２号 '26.09 建築改修工事特記仕様書

改　修　工　事　特　記　仕　様　書

Ⅰ　工  事  概  要

２　工　事　場　所
１　工事番号・名称

３　用途地域等

４　主　要　用　途
５　敷　地　面　積
６　工 事 の 概 要

㎡

防火地域等（・　防火　　・　準防火　　・　指定なし　　・　２２条　）
その他の地域・地区（

８　そ　　の　　他

１．共通仕様

７　別　途　工　事

Ⅱ　　建　築　工　事　仕　様

章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

<1.1.2>

<1.1.4>

）
）

）
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工
　

　
　

　
事

３
　

　
　

そ
の

他

・　フィルム貼によるｶﾞﾗｽ熱割れ検討の上監督員の確認を受ける。

・　フィルムは　JIS-A-5759：2016の衝撃破壊対応ガラス飛散防止
層間変位破壊対応ガラス飛散防止適合製品とする。

・　フィルムは　保証期間5年　型板ガラス（内貼）は3年とする。

・　フィルムの決定は監督員の確認を受ける。

　　参考想定フィルム　DC0002・SH2CLAR　（3M　）

　　参考想定フィルム　GFI421・GFI204　（サンゲツ　）

　　その他同等品

・　設ける(図示)７．仮設間仕切り

９.工事用水

10.工事用電力

・　Ａ種 ・　Ｂ種 ※　Ｃ種

・　設けない
・　Ｄ種

<2.2.1>

<表2.2.1>

<2.3.1>

<2.3.2><表2.3.1>

<2.4.1>

 構内既存の施設　・　利用できる（※有償　・無償）　※　利用できない

備品（

・　ガラスブロック

<1.5.3>

<1.6.2>

　工　事　種　目
以下の該当工事

・　作成しない

分　類

・有(図示　　　）　・無

海津市町平田町野寺１０２３　（海西小学校）
海津市南濃町吉田３１９　（石津小学校）
海津市南濃町津屋１８６９　（下多度小学校）

調査項目
ガラス面積 既存寸法調査資料南濃町内：建築基準法第6条第1項第4号の規定による区域）

A-01

A2：NS
A3：NS

下多度小学校体育館飛散防止フィルム設置工事
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株式会社 山田建築事務所
YAMADA ARCHITECT OFFICE
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松　山　忠　彦一級建築士１９１３２２号 '26.09

ＣＨＥＣＫ ＤＥＳＩＧＮ ＤＲＡＷ ＳＣＡＬＥ

物件名 下多度小学校体育館空調設備設置工事

図面名

A3：1/705

配置図

A2：1/500

A-02

外部足場
2階ﾊﾞﾙｺﾆまで

W5400

3階ﾊﾞﾙｺﾆｰまで
W9000

外部足場
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株式会社 山田建築事務所
YAMADA ARCHITECT OFFICE

ＣＨＥＣＫ ＤＥＳＩＧＮ ＤＲＡＷ ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

ＳＨＥＥＴ　ＮＯ．

物件名

松　山　忠　彦一級建築士１９１３２２号 '26.09

下多度小学校校舎飛散防止フィルム設置工事

図面名 １・２階平面図

A2：1/200
A3：1/281

A-03

内部足場を示す

脚立足場を示す

飛散防止フィルム設置個所を示す

床養生範囲を示す
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物件名

図面名松　山　忠　彦一級建築士１９１３２２号 '26.09

下多度小学校校舎飛散防止フィルム設置工事A2：1/200
A3：1/282
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はめ殺しガラス戸

1
G

改修 ガラス飛散防止フィルム設置（型板）

放送室
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スチール枠

1 G
2

放送室

改修 ガラス飛散防止フィルム設置（型板）

枠　ＯＰ

ハーフミラー３

一式

はめ殺しガラス戸

1

36

ＰＨ、握玉、シリンダー錠、ＤＣ

Ｆ

シナ合板　ＯＰ
すべり出し付
アルミサッシ窓

70
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建具表

排煙窓 70材質・形式・見込寸法

ガ ラ ス

付属金物

備　　考

姿　　図

ガ ラ ス

材質・形式・見込寸法

付属金物

備　　考

符号・室名・数量

改　修　内　容

姿　　図

備　　考

付属金物

ガ ラ ス

材質・形式・見込寸法

シルバー仕上

ＡＷ３：ＦＬ　ＡＷ３ａ：ＦＷ t=6.8

オペレーター装置（1F＋1,000)

Ｆ４

化粧鋼板

非常開放装置付表示錠
SUS引手、SUSレールt=2.0

一式、アルミ水切り
アルミ連窓目板、アルミカバー

シルバー仕上

ＰＷ6.8

格子付

シリンダー本締錠、フロアレンジ
丁番、取手、フランス落し

鋼製片開き戸 130

ＦＷ

100 シルバー仕上

Ｆ

一式、アルミ水切り

ステンレス網戸

70 シルバー仕上

Ｆ

一式、アルミ水切り

ステンレス網戸

70

5符号・室名・数量 SPD
1

車椅子ＷＣ AD
11 玄関 AD

21 玄関２ 1 AW 更衣室１,２
1 2 AW

2
器具庫１,２、男子WC、女子WC

ＦＷ　更新
ガラス飛散防止フィルム設置（型板）

姿　　図

改　修　内　容 改修 ガラス飛散防止フィルム設置（型板） 改修 ガラス飛散防止フィルム設置（ﾌﾛｰﾄ） 改修 改修 ガラス飛散防止フィルム設置（型板） 改修 ガラス飛散防止フィルム設置（型板）
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